
学力向上を図るための全体計画（令和３年度） 小５７ 練馬区立大泉学園小学校

東京都教育委員会の教育目標 学校教育目標 学校・地域の実態
・互いの人格を尊重し、思いやりと規範意 教育基本法「教育の目的と目標」、東京 児童は、明るく素直である。与えら
識のある人間 都教育委員会の教育目標、練馬区「みどり れた課題には誠実に取り組むが、自主

・社会の一員として、社会に貢献しようと の風吹くまちビジョン」「練馬区教育・子 的に課題を見付け探究する姿勢を身に
する人間 育て大綱」および教育指導課の主要施策等 付けることが課題である。

・自ら学び考え行動する、個性と創造力豊 を基にして本校の教育目標を設定する。 地域・保護者の期待や願い
かな人間 心ゆたかな子ども ・児童が心身ともに健康であること

・よく考える子ども ・確かな学力が身に付くこと
練馬区教育委員会の教育目標 ・力を合わせる子ども ・人と関わりながら、心豊かに成長し

人間尊重の精神を基調とし、学校・家 ・健康で明るい子ども てくこと
庭・地域社会との緊密な連携の下に、心身 期待される児童像
ともに健康で知性と感性に富み、人間性豊 ・自ら学ぶことができる児童
かな子供の育成を図る。 ・自らを律することができる児童

・自分の居場所づくりができる児童
学校経営計画 ・自分もほかの人も大切にできる児童

（学力向上にかかわる要点）

各教科の指導の重点 １楽しい学習・学び合いのある学習の展開

すべての教科を通じて、基礎的・基本的 ・主体的・対話的で深い学びの視点からの
な知識及び技能の習得、課題を解決するた 授業改善
めに必要な思考力、判断力、表現力等の育 ・一単位時間の学習活動の充実化（見通し
成、主体的に学習に取り組む態度の涵養を をもつ・考えをつくる・伝え合う・広げ
図る。 る・深める・振り返る）

・放課後補習教室の実施 道徳教育の指導の重点
国語：言語感覚の涵養、国語を正確に理解 ・学力向上支援講師、地域人材、保護者 道徳科を要として学校の教育活動全

し的確に表現するための伝え合う力 等の人材活用 体を通して、道徳的な判断力、心情、
の向上、思考力や想像力の育成 ・ＩＣＴ機器、学校図書館の利用 実践意欲と態度を育てる。

社会：社会的事象を主体的に解決しようと ・「学園小スタンダード」を活用した学習
する態度、公民としての自覚の涵養 規律の定着と継続指導

算数：日常の事象を数理的に処理する技能 ・デジタル教科書の活用
の習得、数学的に考える力の育成

理科：自然に親しみ、自然の事物・現象に ２教室、廊下の環境、学習環境、言語環
ついての問題を科学的に考え解決し 境などの整備
ようとする力 特別活動の指導の重点

生活：人々、社会および自然に自ら働きか 学級活動、児童会活動、クラブ活動、
ける態度の涵養、自立し生活を豊か 学校行事等、自主的、実践的な集団的
にしていくために必要な習慣や技能 な活動を通して人間関係形成力、社会
の習得 参画力、自己実現力を育成する。

音楽：音楽表現や鑑賞の活動を通して音楽
を愛好する心情の育成、音楽に親し 確かな学力の向上を図るための基本方針
む態度の涵養

図工：造形活動や鑑賞を通してつくりだす
喜びの感得、豊かな情操の育成 ・主体的に学ぶ意欲と態度を育てるととも

家庭：家庭生活を大切にする心情の育成、 に、家庭と連携を図りながら望ましい学
生活をよりよくしようと工夫する実 習習慣を身に付けさせる。
践的な態度の涵養

体育：基本的な動きや技能の習得、健康の 生活指導の重点
保持増進と体力向上を目指した生活 ・基礎的、基本的な知識、技能を確実に習 「安全安心な生活」を重点目標とし、
態度の涵養 得、定着させ、それらを活用して課題を 「学園小のスタンダード」を基に児童

外国語：英語によるコミュニケーションを 解決するために必要な思考力、判断力、 一人一人の望ましい生活習慣と規律あ
図ろうとする態度の涵養、図るた 表現力を育成する。そのために、主体的 る生活態度の定着を図り、学習環境を
めの基礎的な技能の習得 ・対話的で深い学びの視点からの授業改 整え、学力向上につなげる。

善を図る。

総合的な学習の時間の重点 ・個々の資質、能力の実態や状況に応じた
問いを見出し、自分で課題を立て、情報 きめ細やかな学習指導を行うとともに、

を集め、整理・分析して、まとめ・表現す 言語環境を整え、子供の言語活動を充実 キャリア教育の重点
る力の育成 させる。 将来について考える機会を設けると

ともに、中学校との連携を図り希望や
目標をもって進学する態度を育てる。

外国語活動の指導の重点
外国語の音声や基本的な表現への慣れ親

しみ、主体的に外国語でコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度の涵養。

指導内容・方法の工夫
教育課程編成・

校内研究・研修の工夫 評価活動の工夫
家庭や地域との

実施上の工夫 連携の工夫

・東京ベーシックドリル ・学校行事の精選を図り、授 ・授業において一人一人の ・児童の学習に対する意欲 ・学校公開、学校行事、保護
診断テスト、国語アン 業時数の確保に努める。 学びを実現させるため 喚起や学習方法の改善に 者会、各種便り、ホームペ
ケートの分析を基に、 ・算数科の習熟度別授業を中 に、自分の考えをもち、 つながるように、評価と ージ等を通じて、教育活動
学習状況・学習実態の 心に、個に応じた指導の充 表現する子供の育成を目 指導の一体化を図る。 を積極的に公開し、保護者
把握に努め、指導法の 実を図る。 指して研究を行う。 ・学びを振り返ることがで や地域との連携を図るとと
改善を図る。 ・幼小、小中連携の活動の推 ・国語科を中心として、主 きるノート指導、発表の もに、学校教育への理解と

・基礎・基本を徹底させ 進に努め、他校（園)と連 体的・対話的で深い学び 手順の明確化など、学び 協力を求める。
る指導方法を工夫して 携をとりながら年間計画を を実現するための手だて 方を明確にすることで学 ・地域の施設や人材を積極的
いく。 作成する。 を工夫し、研究全体会で 力の向上を図る。 に生かした授業を、推進す

・体験的・問題解決的な ・課題改善カリキュラムを作 その効果検証を行いなが ・各教科の指導計画および る。
学習を重視する。 成・活用し、９年間を見通 ら授業実践を積み重ねる 評価規準を踏まえて、計 ・学校評議員制度を活用し、

した学習指導の充実を図 ことで、指導力の向上を 画的に指導し、評価する。 教育活動の充実に向けた意
る。 図る。 見を取り入れる。

授業改善策の検証方法の提示等内容・方法の工夫
・東京ベーシックドリル診断テスト、国語アンケートの結果を全教職員で検討、考察し、その内容を学校だより、ホームページ等で公
開する。

・授業改善推進プランを日々の教材研究や研究授業で活用し、常に授業改善を目指す。
・単元終了時に定着度を図るなどの調査を実施し、その結果を生かして授業改善を行う。


